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第９５回沖電気工業株式会社定時株主総会への質問状  

２０１９年６月 13 日 

 

沖電気工業株式会社 御中 

 

1. 職場のパワハラ問題について 
厚労省のパワーハラスメントの定義では、「同じ職場で働く者に対し、職務上の地

位や人間関係などの職場内の優位性を背景に、業務の適正な範囲を超えて精神的・肉

体的苦痛を与える又は職場環境を悪化させる行為をいう」としています。 

具体的には ①身体的な攻撃（暴行・傷害） ②精神的な攻撃（脅迫や暴言など）

③人間関係からの切り離し（隔離・仲間外し・無視） ④過大な要求（業務上明らか

に不要なことや遂行不可能なことの強制、仕事の妨害） ⑤過小な要求（業務上の合

理性なく、能力や経験とかけ離れた程度の低い仕事を命じる事や仕事を与えない事）

⑥個の侵害（私的なことに過度に立ち入る事） 

予防するために ①トップのメッセージ ②ルールを決める ③実態を把握する 

④教育する ⑤周知する。 

解決するためには ①相談や解決の場の設置 ②再発防止をするとしています。 

厚労省の指針に基づいて、教育や再発防止の対策はきちんと実施されているのか、

見解を求めます。 

また、管理職への教育の一つとして｢管理職向けの研修資料(職場のパワハラスメン

トを考える)｣が厚生労働省では示されていますが活用されていますか。 

 

2. 賃金制度「改定」問題について 
今年は、賃金制度の改定が行われました。「ＯＫＩ・ＯＫＩグループと社員の持続

的な成長のために必要不可欠な事と考える」と賃金制度の改定について、述べられ

ています。会社は、賃金・賞与制度のあるべき姿の一つに「成績に基づく報酬の納

得性・モチベーションを高める仕組み」をあげています。今回の賃金制度は、ラン

クの上位水準で、標準評価でも賃下げ（－4000 円）となり、Ｓ評価でも 500 円上が

るだけです。賃金体系の改定で、初めて通年でもマイナスの賃金引き下げが可能と

なりました。これでは、従業員のモチベーションは下がることになり、企業の業績

にも影響するものと考えますが、見解を求めます。 

 

3. 契約社員問題について 
① 昨年の株主総会の回答で、「契約社員の無期転換説明は順次、他事業所でも実施
している」との事でした。実施状況を確認したら、部分的に説明がされなかった

りした事はあったものの、おおむね実施されていることが確認できました。 

昨年度沖グループ全体で、無期転換契約社員対象者数と無期転換契約社員にな

った人数、その中でＯＫＩ単体はどうなのか報告願いたい。 

 

② 正社員と契約社員の労働条件の格差是正については、「長澤運輸・ハマキョウレ
ックスなど最高裁判決の内容・趣旨や「働き方改革」関連法案の趣旨にのっとっ
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た適正な対応を検討していきたい」との回答をしていますが、その後どのような

検討がされたのか、具体的に回答願いたい。 

 

③ 契約社員の待遇問題は、「本人のスキル、仕事の内容・仕事の責任などに基づい
て個々に契約の内容を決めており、一律ではない」と前回の株主総会で回答があ

りました。福利厚生で、正社員と契約社員の待遇差をつけることは、法の趣旨か

らしても是正しなければならないと思いますが、見解を求めます。また今年 3月

に正社員・シニア社員に導入された、一時間単位の年休について全員の契約社員

にも適用すべきと思いますが見解をお願いします。 

 

④ 契約社員が生活に不安なく、安心して働くためにも、最低限のこととして「年齢別
最低賃金」を適用すべきと思いますが見解をお願いします。 

 

⑤ 「無期転換権の行使」について、無期契約社員の就業規則(2018 年 4月時点)で
は「有期契約社員が申し込みの時点において、締結する有期雇用契約満了日の

30日前までに、所定の書面を会社人事部に提出すること（無期転換の申し出）

により行うものとする」との記載があるが、運用は法に照らして適正なのか。 

有期契約社員の就業規則では「無期転換の行使」についてはどういう記載にな

っているのか。就業規則の内容はどのように周知されているのか。 

  

⑥ 残業代割増率は本人の能力や役割に関係ないものであり、正社員と同率にすべ
きではないか。残業割増率に差をつけるのは法の趣旨に反すると思います。見

解を求めます。 

 

⑦ 無期雇用契約社員においては、正社員と変わらず長年会社のために働いている
ので、その貢献にこたえる意味でも退職金を出すべきではないか。見解を求め

ます。 

 

⑧ 無期転換契約社員やフルタイムで働く契約社員は、時給、日給、月給と個々の
契約で分かれています。安心して働くためにも賃金は一律月給にすべきではな

いか。見解を求めます。 

 

⑨ 契約社員から正社員に登用された人数を、沖グループ、沖単体別に報告願いま
す。 

 

4. 企業の「危機管理」問題について 
① コンプライアンス委員会に持ち込まれた、18年度の通報件数と相談件数、その主
な内容について回答願いたい。 

 

5. 職場の「安全衛生管理」問題について 
① 国が実施を定めている「ストレスチェック」の内容について、沖グループ、沖単
体別に、実施人数、高ストレス者数、結果についての対策内容を回答願いたい。 
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② ２０１８年度の在職死亡者数と原因を、沖グループ、沖単体別に回答願いたい。 
 

③ ２０１８年度の傷病休暇者数、精神疾患での休暇者数を、沖グループ、沖単体別
に回答願いたい。 

 

④ 2018 年度の時間外労働について回答願いたい。 
 

⑤ 静止立ち作業について、腰痛予防対策指針(基発０６１８号第２号)にもとづいて
どんな対策がされているのか、具体的にお聞かせください。 

 

⑥ 2017 年の労働災害度数率は 0.22 でしたが、2018 年の労働災害度数(労働災害の頻
度)はいくつでしたか。 

 

6. 障がい者雇用について 
① 2019 年６月の法定雇用率と雇用者数を回答願いたい。 
 

② ＯＫＩワークウェルの雇用形態毎（正社員、契約社員、派遣社員など）の人数を
回答願いたい。 

 

7. 従業員数について 
① 海外連結子会社数と海外従業員数は何人でしょうか。 
 

② OKI 単体の女性社員数は何人で比率は何パーセントでしょうか。 
 

8. メカトロシステム事業について 
ブラジルの構造改革では、製造と保守を中心に人員整理をし、「保守は相当程度筋

肉質」となり、利益を生む体制をつくったと報告をしています。2019 年度は「筋肉

質な事業構造をつくる」とは具体的にどういう施策を考えているのか。 

事業構造費用の試算はいくらか。報告願いたい。 

 

9. 交通安全講習会について 
交通安全講習会は時間外で実施されており、受講することが義務とされ受講しないと車

通勤は許可されません。労働基準監督署においても「業務の一貫とみなされる」「昼休

み行うことも問題」との見解を得ています。当然時間外手当が遡及して支給されるべき

ものであると思います。 

今後も時間外で行う場合は手当を支給するか、時間内に実施をすべきと思いますが、

見解をお願いします。 

以上 
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